念書テンプレート集
※本テンプレートは弁護士監修ですが、個別案件に応じた修正が必要です。深刻な金銭債務・損害賠償・トラブル解決等の重要案件は、必ず弁護士・司法書士等にご相談ください。強制執行が必要な場合は公正証書化も検討してください。
【念書の性質に関する注記】 念書は、当事者の一方が、相手方に対して、一定の事実や約束事項を「念のため」書面で残す片務的書面です。記載事項が当事者間の合意として認められれば、契約書と同等の法的効力を持ちます。署名は念書の差出人(一方)のみが行います。

このテンプレ集の使い方
本ファイルには、念書のメインテンプレ(汎用型)と、シーン別バリエーション4種を収録しています。
	バージョン
	適用シーン
	該当箇所

	メイン:汎用型
	一般的な約束事の確認・証拠化
	本テンプレ前半

	バリエーション①:借金返済の念書
	金銭の借入・返済の約束
	本テンプレ中盤

	バリエーション②:損害賠償の念書
	物損事故・業務上のミスの賠償約束
	本テンプレ中盤

	バリエーション③:トラブル不再発の念書
	個人間トラブルの解決・不再発の約束
	本テンプレ後半

	バリエーション④:物の貸借・返還の念書
	物の借用・返却の約束
	本テンプレ後半


利用時は、用途に合うバージョンを選んでカスタマイズしてご利用ください。


【メイン】念書(汎用型)

タイトル及び宛先
念 書
[相手方の氏名(個人の場合)又は名称(法人の場合)] 殿

前文・本文
私、[差出人の氏名(個人の場合)又は名称(法人の場合)]は、貴殿に対し、下記事項を約束いたします。
記
1. [約束事項1の内容を具体的に記載] [日時・場所・対象・金額等を5W1Hで明確に]
1. [約束事項2の内容を具体的に記載] [必要に応じて期限・履行方法を併記]
1. [違反時の措置・追加条項を必要に応じて記載]
1. 本念書の作成は、私の自由な意思に基づくものであり、強制・脅迫・錯誤等によるものではないことを確認いたします。
以上

末尾
YYYY年MM月DD日
住所:[差出人の住所] 氏名:[差出人の氏名(自筆)] 印
(電子サインによる場合は、電磁的記録上に電子署名を施し、書面の署名・捺印に代えることができます。)


【バリエーション①】借金返済の念書

念 書
[債権者の氏名] 殿
私、[債務者の氏名]は、貴殿に対し、下記のとおり、借入金の返済について約束いたします。
記
1. 借入の事実の確認 私は、令和○年○月○日に貴殿から金[○○○]万円(以下「本件借入金」という。)を、確かに借り受けたことを認めます。
1. 返済の約束(一括返済の場合) 私は、本件借入金を、令和○年○月○日までに、貴殿が指定する次の銀行口座に振込みの方法により、一括して返済することを約束いたします。
· 銀行名:[○○銀行 ○○支店]
· 預金種別:[普通預金]
· 口座番号:[○○○○○○○]
· 口座名義:[口座名義人]
1. 返済の約束(分割返済の場合・選択) 私は、本件借入金を、令和○年○月から令和○年○月まで、毎月末日限り、金[○]万円ずつ分割して、貴殿が指定する銀行口座に振込みの方法により返済することを約束いたします。
1. 遅延損害金 私が、上記期日までに返済できない場合、令和○年○月○日の翌日から完済まで、年[14.6]%の割合による遅延損害金を併せて支払うことを約束いたします。
1. 期限の利益喪失 私が分割返済を1回でも怠った場合、当然に期限の利益を失い、残債務の全額を直ちに一括して支払います。
1. 振込手数料 返済に伴う振込手数料は、私の負担とします。
1. 自由意思の確認 本念書の作成は、私の自由な意思に基づくものであり、強制・脅迫・錯誤等によるものではないことを確認いたします。
以上
YYYY年MM月DD日
住所:[債務者の住所] 氏名:[債務者の氏名] 印


【バリエーション②】損害賠償の念書

念 書
[被害者の氏名] 殿
私、[加害者の氏名]は、貴殿に対し、下記のとおり、損害賠償について約束いたします。
記
1. 損害発生の事実の確認 私は、令和○年○月○日、[損害発生の場所]において、[損害発生の具体的事情(例:不注意により貴殿所有の○○を破損)]により、貴殿に損害を与えたことを認め、これにつき深くお詫び申し上げます。
1. 損害賠償金額 私は、上記損害の賠償として、金[○○]万円(以下「本件賠償金」という。)を、貴殿に支払うことを約束いたします。
1. 支払期日及び方法 私は、本件賠償金を、令和○年○月○日までに、貴殿が指定する次の方法により支払います。
· 支払方法:[銀行振込/現金手渡し]
· 振込先(該当する場合):[銀行名・支店名・口座種別・口座番号・口座名義]
1. 完全合意・追加請求放棄 本件損害の解決として、貴殿と私との間で、本件に関し相互に他のいかなる請求も行わないものとし、本念書記載の事項以外に何ら債権債務関係がないことを相互に確認いたします。
1. 自由意思の確認 本念書の作成は、私の自由な意思に基づくものであり、強制・脅迫・錯誤等によるものではないことを確認いたします。
以上
YYYY年MM月DD日
住所:[加害者の住所] 氏名:[加害者の氏名] 印


【バリエーション③】トラブル不再発の念書

念 書
[相手方の氏名] 殿
私、[差出人の氏名]は、貴殿に対し、下記のとおり約束いたします。
記
1. トラブルの事実の確認 私は、令和○年○月○日、[トラブルの具体的事情(例:○○の言動)]により、貴殿に対しご迷惑をおかけしたことを認め、深くお詫び申し上げます。
1. 不再発の約束 私は、今後一切、[禁止する行為を具体的に記載(例:貴殿に対する連絡、接触、訪問、SNS等での発信)]を行わないことを約束いたします。
1. 接近・連絡禁止(該当する場合) 私は、令和○年○月○日から[3]年間、[具体的範囲(例:貴殿の自宅・職場から半径100m以内への接近、電話・メール・SNS等による連絡)]を行いません。
1. 違反時の措置 私が本念書に違反した場合、その違反行為につき貴殿が法的措置(民事訴訟、刑事告訴等)を取ることに異議を申し立てません。また、貴殿が被った損害について賠償いたします。
1. 守秘義務(必要に応じて) 私は、本件に関する事実及び本念書の内容を、貴殿の事前の承諾なく第三者に開示・漏えいいたしません。
1. 自由意思の確認 本念書の作成は、私の自由な意思に基づくものであり、強制・脅迫・錯誤等によるものではないことを確認いたします。
以上
YYYY年MM月DD日
住所:[差出人の住所] 氏名:[差出人の氏名] 印


【バリエーション④】物の貸借・返還の念書

念 書
[貸主の氏名] 殿
私、[借主の氏名]は、貴殿に対し、下記のとおり、物の借用について約束いたします。
記
1. 借用物の確認 私は、令和○年○月○日、貴殿から下記の物(以下「本件物」という。)を、確かに借り受けたことを認めます。
· 品名:[品名・型番・特徴を具体的に記載]
· 数量:[○○]
· 評価額:[金○○万円相当]
1. 使用目的及び使用方法 私は、本件物を、[使用目的を具体的に記載]の目的にのみ使用し、善良なる管理者の注意義務をもって取り扱います。
1. 返却の約束 私は、本件物を、令和○年○月○日までに、現状又はこれと同等の状態で、貴殿に返却することを約束いたします。
1. 紛失・破損時の対応 私の責めに帰すべき事由により本件物を紛失又は破損した場合、私は貴殿に対し、本件物の評価額又は修理に要する費用を賠償いたします。
1. 第三者への譲渡・転貸の禁止 私は、貴殿の事前の書面による承諾なく、本件物を第三者に譲渡、転貸、担保提供その他の処分をいたしません。
1. 自由意思の確認 本念書の作成は、私の自由な意思に基づくものであり、強制・脅迫・錯誤等によるものではないことを確認いたします。
以上
YYYY年MM月DD日
住所:[借主の住所] 氏名:[借主の氏名] 印


共通事項(全バージョン共通)

書き方共通のポイント
筆記・記入方法
	項目
	推奨される書き方

	筆記具
	黒インクのボールペン又は万年筆(消える筆記具・鉛筆はNG)

	修正方法
	修正液・修正テープは使用しない(間違えたら書き直す)

	金額表記
	「金100万円」「金壱百万円」のように「金」+漢数字又はアラビア数字

	押印
	認印より実印が望ましい(重要案件)

	印鑑
	シャチハタは避ける(認印・実印を推奨)

	手書き推奨
	パソコン作成より自筆が証拠力上有利

	複数枚にわたる場合
	各ページに割印を押す


5W1Hの徹底
念書の効力を確保するため、約束事項は次の5W1Hで具体的に記載してください。
	項目
	例

	Who(誰が)
	「私(○○○○)は」

	When(いつ)
	「令和○年○月○日までに」

	Where(どこで)
	「貴殿指定の銀行口座に」

	What(何を)
	「金○○万円を」

	Why(なぜ)
	「○○の借入金として」

	How(どのように)
	「銀行振込により一括して」


NGな表現の例
	NG表現
	理由
	OK表現の例

	「迷惑をかけません」
	何が「迷惑」か不明確
	「○○の行為を行いません」

	「誠意をもって対応します」
	履行内容が不明
	「○月○日までに○○を行います」

	「○○を頑張ります」
	義務の内容が不明
	「○○を○月○日までに完了します」

	「相応の賠償」
	金額不明
	「金○○万円を賠償します」



印紙税について
念書の印紙税判定
念書自体は原則として印紙税法上の課税文書に該当せず、印紙税は非課税です。
ただし、次の場合は課税対象となる可能性があります。
	念書の内容
	印紙税法上の区分
	印紙税

	金銭借用の事実と返済を約束する念書(借用書を兼ねる)
	第1号文書(消費貸借契約書)
	契約金額に応じて200円〜

	継続的取引・請負等の基本契約を兼ねる念書
	第7号文書 等
	4,000円

	損害賠償・約束事項の確認のみの念書
	原則非課税
	0円

	物の貸借・返還を約束する念書(消費貸借でない)
	原則非課税
	0円


第1号文書(借用書を兼ねる念書)の印紙税額(参考)
	借入金額
	印紙税

	1万円未満
	非課税

	10万円以下
	200円

	50万円以下
	400円

	100万円以下
	1,000円

	500万円以下
	2,000円

	1,000万円以下
	10,000円


電子化なら印紙税ゼロ
電子サイン・電子契約サービスで念書を作成・取得する場合、印紙税は発生しません。
(具体的な印紙税判定は、税理士・所管税務署にご相談ください。)

電子サインによる念書作成のすすめ
念書は、電子サイン・電子契約サービスで作成・取得することによる効率化・証拠力強化が可能です。
電子化のメリット
· タイムスタンプによる作成日時の公的証拠化(確定日付付与に近い効力)
· 電子署名による真正性確保(差出人の本人性)
· 改ざん検知(後日の内容改変を防止)
· クラウドで一元管理(紛失リスクを排除)
· 対面困難な場合の対応(遠隔・体調不良・コロナ禍等)
· 電子帳簿保存法の保存要件に自動対応
公正証書化との併用
強制執行が必要な高額債権(借金返済・損害賠償等)については、念書だけでなく公正証書(執行認諾文言付き)の作成も検討してください。公正証書は債務不履行時に裁判を経ずに強制執行が可能です。

利用上の注意
※本テンプレートは弁護士監修ですが、個別案件に応じた修正が必要です。重要案件は弁護士・司法書士等にご相談ください。
バージョンの選択
· 汎用型:一般的な約束事の確認・証拠化
· 借金返済:金銭の貸し借りに関する約束
· 損害賠償:物損・事故・業務上のミス等の賠償
· トラブル不再発:個人間トラブル・嫌がらせ等の解決
· 物の貸借・返還:物の借用・返却
自由意思の確保(最重要)
· 念書は、書き手の自由意思に基づくものでなければ、民法第96条により取消可能となります。
· 多人数で詰め寄った状態、監禁状態、暴力・暴言を伴う状況で書かせた念書は強要罪・恐喝罪の対象となり得ます。
· 各バリエーションに「自由意思の確認」条項を必ず入れることをおすすめします。
約束事項の具体性
· 「迷惑をかけません」「誠意をもって対応します」等の抽象的表現は、効力を否定されやすいです。
· 必ず5W1H(誰が・いつ・何を・どこで・どのように・どれだけ)で具体的に記載してください。
公序良俗違反の禁止
· 違法な内容・公序良俗に反する内容(例:違法取引の約束、極めて不当な義務等)は、民法第90条により無効となります。
重要案件は公正証書化を検討
念書だけでは強制執行できません。次のケースでは公正証書化(執行認諾文言付き)を検討してください。
· 高額な金銭債務(借金返済・損害賠償)
· 確実に強制執行可能性を確保したい債権
· 養育費・婚姻費用等の継続的金銭給付
· 不払いが懸念されるケース
公正証書化は公証役場で行い、費用は契約金額により数千円〜数万円程度です。
連帯保証人を取る場合
債務の確実性を高めるため、連帯保証人を立てる場合は、念書末尾に連帯保証人の住所・氏名・実印押印を追加してください。
【連帯保証人】
私、[連帯保証人の氏名]は、上記[債務者氏名]の本念書に基づく
債務について、連帯して保証することを約束いたします。
保証の極度額:金[○○]万円

YYYY年MM月DD日
住所:[連帯保証人の住所]
氏名:[連帯保証人の氏名]   印
(2020年民法改正により、個人保証では極度額の明示が必須となっています。)
編集時の注意
· [ ]括弧内の箇所は、自身の事案に応じて編集してください。
· 不要な条項(該当しない条項)は削除してください。
· 金額・期日・物の特定等は、できる限り具体的に記載してください。
トラブル時の相談先
念書を作成しても解決しない深刻なトラブルが発生した場合、以下の機関に相談できます。
· 弁護士(法的措置・訴訟・刑事告訴)
· 司法書士(140万円以下の民事案件)
· 法テラス(法律相談・弁護士費用立替・無料相談)
· 公証役場(公正証書化・私署証書認証)
· 警察(刑事事件性が疑われる場合)
· 消費生活センター(消費者問題)
なお、ムスビサインなら無料登録で月3件まで無料、有料プランも月々3,000円(税込)で月50件の契約締結が可能です。詳しくは公式サイト(https://musubisign.com)をご覧ください。
※本テンプレートは2026年5月時点の法令・実務慣行をもとに作成しています。法令や制度は変更される場合がありますので、最新情報をご確認の上ご利用ください。本テンプレートは一般的なひな形であり、特定の事案に関する法的助言を提供するものではありません。深刻な金銭債務・損害賠償・刑事事件性のある事案では、必ず弁護士・司法書士等の専門家にご相談ください。
